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る
。
こ
れ
は
横
浜
へ
流
入
す
る
人
口
数
が
減
少
し

て
き
た
こ
と
と
、
第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
に
生
れ

た
子
ど
も
た
ち
が
六
〇
年
ご
ろ
ま
で
に
ほ
ぼ
中
学

生
の
年
齢
に
達
す
る
た
め
で
あ
る
（
図
－
１
）
。

　
こ
の
よ
う
な
児
童
生
徒
数
の
将
来
動
向
か
ら
み

て
小
・
中
学
校
の
建
設
は
今
後
減
少
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
市
内
の
高
校
進
学
率
が
九

〇
％
を
超
え
、
高
校
増
設
の
要
望
が
強
い
状
況
も

図－１　児童・生徒数の推移

図一２｢学校外の学習｣時間の分布(平日)あ
り
、
神
奈
川
県
は
四
八
年
か
ら
六
二
年
ま
で
に

県
内
で
一
〇
〇
校
の
新
設
を
計
画
し
、
す
で
に
五

六
年
ま
で
に
横
浜
市
内
の
二
六
校
を
含
め
て
六
五

校
を
開
校
し
て
い
る
。

■
児
童
・
生
徒
の
生
活
状
況

　
最
近
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
校
内
暴
力
の

問
題
を
は
じ
め
、
児
童
・
生
徒
の
登
校
拒
否
の
問

題
の
ほ
か
授
業
内
容
を
理
解
で
き
な
い
児
童
・
生
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教
育

■
児
童
生
徒
数
は
今
が
ピ
ー
ク

　
学
校
施
設
の
整
備
は
こ
れ
ま
で
横
浜
市
の
大
き

な
仕
事
の
一
つ
で
あ
り
、
ふ
え
続
け
る
児
童
生
徒

の
教
育
の
場
を
確
保
す
る
た
め
、
毎
年
一
五
校
前

後
の
小
・
中
学
校
を
開
校
し
て
き
た
。
こ
の
結
果
、

五
七
年
ま
で
の
一
〇
年
間
で
一
六
七
校
も
増
加

し
、
五
七
年
五
月
現
在
、
小
学
校
三
〇
八
校
、
中

学
校
こ
一
六
校
と
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
横
浜
市
の
児
童
生
徒
数
は
現
在
ほ
ぼ

ピ
ー
ク
に
達
し
て
い
る
。
小
学
校
児
童
数
は
五
五

年
の
二
八
万
六
〇
〇
〇
人
を
境
に
減
少
に
転
じ
、

中
学
校
生
徒
数
も
や
や
増
加
し
て
は
い
る
が
、
六

一
年
に
は
ピ
ー
ク
に
達
す
る
も
の
と
推
計
さ
れ

①
－
心
豊
か
な
市
民
生
活
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徒
も
少
な
く
な
い
と
い
わ
れ
る
実
態
な
ど
も
教
育

に
と
っ
て
深
刻
な
問
題
を
提
起
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
行
っ
た
五
五
年
の
調
査
に
よ

る
と
、
全
国
の
中
学
生
の
学
校
外
で
の
学
習
時
間

は
二
時
間
以
上
が
五
四
％
で
、
小
学
生
の
そ
れ
が

一
八
％
で
あ
る
の
に
比
べ
て
三
倍
に
達
し
、
学
習

時
間
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
図
－

　
横
浜
市
の
教
育
課
程
の
特
徴
の
一
つ
に
課
題
学

習
が
あ
る
。
こ
れ
は
い
わ
ば
学
び
方
を
学
ぶ
学
習

で
あ
り
、
植
物
の
栽
培
、
彫
刻
な
ど
の
造
形
、
地

域
文
化
活
動
へ
の
参
加
な
ど
を
通
し
て
、
子
ど
も

な
り
の
計
画
や
方
法
で
子
ど
も
た
ち
に
課
題
の
追

求
を
行
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
課
題
学
習
は
す
で

に
「
創
意
あ
る
教
育
活
動
の
時
間
」
と
し
て
、
小
・

中
学
校
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
実
践
さ
れ
て

い
る
。

一
国
際
理
解
教
育
の
推
進

一
教
育
課
程
の
改
善

　
学
校
教
育
の
場
で
多
く
の
問
題
に
対
応
し
、
地

域
性
や
児
童
・
生
徒
の
実
態
を
生
か
し
た
教
育
を

行
う
た
め
、
横
浜
市
で
は
四
七
年
度
以
来
、
教
育

内
容
・
方
法
の
開
発
を
行
っ
て
き
た
。
こ
の
結
果

は
、
横
浜
市
の
独
自
の
教
育
課
程
と
し
て
ま
と
め

ら
れ
た
。
こ
の
教
育
課
程
は
、
五
五
年
度
か
ら
五

七
年
度
に
か
け
て
、
小
・
中
・
高
等
学
校
の
特
性

に
合
わ
せ
て
段
階
的
に
具
体
化
を
進
め
て
き
た
。

表－１　市立小･中学校、高等学校帰国

　　　　子女受け入れ数

九
〇
〇
人
）
　
の
教
育
の
充
実
に
も
取
り
組
み
、
日

本
語
回
復
教
室
や
帰
国
子
女
教
育
実
践
推
進
校
の

設
置
、
市
立
東
高
等
学
校
で
の
帰
国
生
徒
の
特
別

募
集
（
五
七
年
、
一
八
人
在
籍
）
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。

■
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

　
国
際
港
都
で
あ
る
横
浜
市
の
学
校
教
育
に
お
い

て
は
、
「
国
際
性
豊
か
な
市
民
の
育
成
」
を
め
ざ
し

て
国
際
理
解
教
育
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。

　
小
・
中
学
校
各
一
校
（
間
門
小
・
新
井
中
）
が

上
海
市
の
学
校
と
作
品
な
ど
の
交
換
を
行
っ
て
い

る
が
、
と
く
に
研
究
協
力
校
（
五
六
、
五
七
年
度
・

中
村
小
）
や
国
際
理
解
教
育
セ
ン
タ
ー
校
（
五
七

年
度
設
置
開
始
、
港
南
台
第
一
小
。
吉
田
中
）
を

中
心
に
そ
の
他
の
地
域
や
市
内
の
外
国
人
学
校
と

の
交
流
も
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
日
常

の
学
習
で
の
実
践
も
積
極
的
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
国
際
理
解
教
育
の
一
環
と
し
て
市
内

に
在
住
す
る
海
外
か
ら
の
帰
国
児
童
生
徒
（
約
一

　
学
校
を
地
域
の
も
の
と
し
、
学
校
と
地
域
が
手

を
携
え
て
教
育
を
行
っ
て
い
く
た
め
の
「
地
域
に

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
」
も
こ
れ
か
ら
の
大
き
な

課
題
で
あ
る
。
今
宿
中
で
は
、
学
校
行
事
へ
の
地

域
住
民
の
参
加
や
学
校
を
会
場
と
し
た
地
域
ミ
ニ

集
会
の
開
催
を
通
し
、
ま
た
、
並
木
第
二
小
で
は
、

ふ
る
さ
と
心
を
育
て
る
活
動
を
通
し
て
学
校
と
地
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２
）
。

　
以
上
の
こ
と
は
、
学
習
に
対
す
る
考
え
方
に
高

校
進
学
な
ど
が
意
識
さ
れ
や
す
く
、
知
育
に
偏
重

し
や
す
い
傾
向
が
み
ら
れ
る
た
め
で
あ
り
、
体
力

の
向
上
は
も
と
よ
り
、
徳
性
の
高
揚
を
積
極
的
に

推
進
す
る
こ
と
が
現
在
の
学
校
教
育
に
と
っ
て
急

務
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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域
と
の
交
流
を
図
る
努
力
が
積
極
的
に
な
さ
れ
て

い
る
。

　
み
ん
な
が
「
よ
り
よ
く
生
き
る
」
こ
と
に
目
を

開
き
、
温
か
い
思
い
や
り
の
あ
る
心
を
育
て
る
福

祉
教
育
、
勤
労
の
尊
さ
や
意
義
、
奉
仕
の
精
神
が

体
得
で
き
る
よ
う
な
勤
労
・
生
産
的
行
事
や
勤
労

体
験
学
習
も
行
わ
れ
て
い
る
。

■
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
教
育

　
Ｋ
子
ち
ゃ
ん
（
八
歳
）
は
脳
の
障
害
の
た
め
に

手
足
が
不
自
由
で
寝
た
き
り
の
状
態
で
あ
る
。
知

的
発
達
も
遅
れ
て
お
り
言
葉
も
話
せ
な
い
。
両
親

に
と
っ
て
教
育
を
受
け
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
か

っ
た
が
、
就
学
相
談
の
結
果
、
養
護
学
校
に
籍
を

お
き
、
週
二
日
の
訪
問
指
導
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
、
こ
の
結
果
、
物
を
目
で
追
う
よ
う
に
な
る
な

ど
発
達
を
示
し
、
現
在
小
学
部
三
年
生
に
な
っ
て

い
る
。

　
Ｋ
子
ち
ゃ
ん
の
よ
う
な
、
重
い
障
害
の
あ
る
子

ど
も
に
教
育
の
機
会
を
保
障
す
る
た
め
、
五
四
年

か
ら
障
害
児
の
全
員
就
学
の
制
度
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
も
あ
っ
て
、
市
内
の
盲
・

ろ
う
・
養
護
学
校
に
籍
を
置
く
子
ど
も
た
ち
の
数

は
、
五
〇
年
の
々
二
五
人
か
ら
五
七
年
の
一
々

表－２　特殊教育の現況(57.5.1現在)

五
七
年
五
月
に
は
、
在
籍
者
数
が
一
七
四
二
人
と

な
っ
て
い
る
。

■
生
涯
学
習
の
機
会
の
提
供

○
八
人
へ
と
増
加
し
て
い
る
（
表
－
２
）
。

　
横
浜
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
障
害
児
の
教
育
の

場
を
保
障
す
る
た
め
に
、
神
奈
川
県
と
協
力
し
な

が
ら
施
設
の
整
備
を
進
め
て
き
た
。
重
度
の
障
害

の
あ
る
子
ど
も
の
た
め
の
養
護
学
校
分
教
室
、
精

神
薄
弱
の
子
ど
も
の
た
め
の
本
郷
養
護
学
校
（
五

四
年
）
、
高
等
養
護
学
校
（
五
六
年
）
な
ど
に
加
え
、

障
害
児
の
就
学
指
導
、
教
育
相
談
を
充
実
す
る
た

め
養
護
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
（
五
六
年
）
を
設
置

し
た
。

　
ま
た
、
一
般
の
小
・
中
学
校
に
併
設
し
て
い
る

精
神
薄
弱
な
ど
の
子
ど
も
の
た
め
の
特
殊
学
級
は

　
市
民
の
生
涯
教
育
に
対
す
る
欲
求
は
ま
す
ま
す

強
く
な
っ
て
い
る
。
市
内
の
主
要
駅
、
た
と
え
ば

横
浜
駅
、
関
内
駅
、
上
大
岡
駅
周
辺
に
は
カ
ル
チ

ャ
ー
セ
ン
タ
ー
が
立
地
し
、
多
＜
の
市
民
を
集
め

て
い
る
。
と
く
に
横
浜
駅
周
辺
に
集
中
し
て
い
る

が
、
そ
の
な
か
の
あ
る
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で

は
趣
味
、
教
養
、
語
学
、
生
活
一
般
な
ど
に
わ
た
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■
国
際
化
を
め
ざ
す
市
大

　
横
浜
市
立
大
学
は
高
等
教
育
機
関
と
し
て
市
民

に
開
か
れ
た
大
学
を
め
ざ
し
、
市
民
の
た
め
の
「
横

浜
市
立
大
学
講
座
」
の
開
設
、
市
民
文
化
研
究
セ

ン
タ
ー
に
お
け
る
市
民
と
の
共
同
研
究
な
ど
を
行

っ
て
い
る
。

　
教
育
、
研
究
に
お
け
る
国
際
化
へ
の
対
応
も
進

つ
て
一
六
〇
講
座
、
五
一
〇
ク
ラ
ス
が
設
け
ら
れ
、

主
婦
層
を
中
心
に
五
七
年
々
月
現
在
で
、
延
べ

二
万
二
五
〇
〇
人
も
の
人
が
学
習
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
五
七
年
に
横
浜
市
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
よ
る
と
、
現
在
、
自
分
の
た
め
に
学
習

し
て
い
る
人
は
全
体
の
四
六
・
四
％
に
達
し
て
い

る
。
そ
の
学
習
方
法
を
み
る
と
、
出
版
物
を
使
用

し
て
学
習
し
て
い
る
人
は
、
五
二
・
九
％
に
の
ぼ

る
。
ま
た
、
一
方
で
は
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
な

ど
を
利
用
し
て
い
る
人
が
二
二
・
七
％
、
仲
間
や

サ
ー
ク
ル
で
学
習
活
動
を
し
て
い
る
人
も
二
〇
・

五
％
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
生
涯
教
育
を
考
え
る
う

え
で
注
目
さ
れ
る
（
図
－
３
）
。

　
横
浜
市
も
生
涯
学
習
の
機
会
の
提
供
の
た
め
各

種
の
施
策
を
行
っ
て
い
る
。
五
五
年
か
ら
は
市
内

の
大
学
の
協
力
を
得
て
、
特
定
の
専
門
科
目
を
系

統
的
、
継
続
的
に
学
習
す
る
た
め
の
社
会
人
大
学

が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
五
七
年
度
に
は
慶
応
義
塾

大
学
、
鶴
見
大
学
、
神
奈
川
大
学
の
三
校
で
開
催

さ
れ
た
。
横
浜
市
立
大
学
も
開
か
れ
た
大
学
を
め

ざ
し
て
独
自
の
公
開
講
座
を
実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
域
の
住
民
の
手
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
を
中
心
に
生
涯
教
育
セ
ミ
ナ
ー
・
成
人
教

育
学
級
な
ど
各
種
の
学
級
講
座
が
開
催
さ
れ
て
い

め
て
お
り
、
上
海
と
の
学
術
交
流
、
外
国
人
留
学

生
の
受
入
れ
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
外
国
人
留

学
生
宿
舎
の
整
備
、
食
糧
の
研
究
で
世
界
的
に
有

名
な
木
原
生
物
学
研
究
所
の
大
学
へ
の
移
管
な
ど

を
予
定
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
五
七
年
度
か
ら
は
金
沢
埋
立
地
へ
の
医

学
部
の
移
転
整
備
、
新
付
属
病
院
建
設
、
瀬
戸
キ

ャ
ン
パ
ス
の
整
備
の
構
想
づ
く
り
も
行
っ
て
い

図一３　生涯学習活動と方法

る
。
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